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図 1
子どもは,ワークシートの線分の端から端
までは36cmであることを示したり,線分
にさしを当てて9等分する区切りを入れた
り,区切りの1つ1つに①～⑨の数をかき込
んだり,求める区切りの1つはロcmと示し
たりして,分かっていること,求めることを
表してきた｡子どもが表した線分図の1例は
次のようなものである｡(図2)
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図2
ワークシートにかいたことをもとに,話し
合いによって子どもたちが黒板につくった線
分図は次の通りである｡(図3)
黒板の線分図を指して,｢綿の端から端ま
では何を表しているの｡｣と問いかけると,
子どもは,｢本立ての幅の36cmです｡｣,
｢なぜ9つに分けているの｡｣と問いかける
と,｢本の数が9冊だからです｡｣,｢なぜ区
切りの幅が同じなの｡｣と問いかけると,｢同
じ厚さの本だからです｡｣,｢口cmは何のこ
とかな｡｣と問いかけると,｢本 1冊の厚さ
ですO｣などと問題に返って説明してきたO
そこで,｢線の図にかいたことを使って問
題のお話をしよう｡｣と問いかけると,子ど
もは細分図を使って,｢同じ厚さの本が9冊
本立てに立っています｡本立ての幅は36c
mでちょうどいっぱい本が立っています｡求
めるのは本1冊の厚さです｡｣と発表してき
た｡子どもが,友だちの発言を聞いて,｢本
立ての絵が線の図になった｡｣とつぶやいて
きたので,線分図という用語を知らせ,長い
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問題文と線分図を比べることで,問題が線分
図に簡単に表せたことを確かめた｡
線分図から式をつくる｡
細分図がかけたところで,本時のめあてを
｢細分図にかいたことを使って本1さつのあ
っさをもとめよう｡｣に決めた｡子どもは ｢簡
単だよ｡｣と言いながらノー トに式をかき始
めた｡式がかけた子どもには,その式でよい
わけも合わせて宙 くように助言した｡
ほほ全員の子どもたちが,線分図を見なが
ら,36÷9と立式することができた｡また,
その式のわけとして,｢36を同じように9
つに分けているから｡｣などと宙いてきた｡
演算決定のわけを細分図を使って説
式が36÷9になるわけをたずねると,子
ともたちは,｢36cmの本立てが同じ厚さ
の本9Wでちょうどいっぱいになるからで
す｡｣｢36cmを同じように9つに分けて
いるからですO｣などと発言してきた.
｢36や9は綿の図でいうとどこのことか
な｡｣とたずねると,子どもは,式と図を結
びつけて,線分図の端から端までを手で指 し
ながら,｢この本立ての幅が36cmです｡｣
と発言したり,本 11mの区切りを手で指しな
がら,｢同じ厚さの本が9冊入っています｡｣
｢36を同じように9つに分けているから,
36÷9です｡｣などと発言したりしてきた｡
こうして,子どもたちは,線分図を使うと
①問題場面が視覚的にとらえやすい,②数量
関係がはっきりして演算決定かしやすい,③
考えを分かりやすく説明できる,などの線分
図のよさに気づいていった｡
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3 研究のまとめと今後の課鹿
本単元の 1時目に線分図のよさの一端をつ
かんだ子どもたちは,2時目以降も細分図を
使っていこうとしてきた｡例えば,問鹿を提
示した後で,｢今日は何を使っていきますか｡｣
と問いかけると ｢図です｡｣｢綿の図を使っ
ていきたいです｡｣などと答えるようになっ
た｡そのわけを尋ねると,｢問題が分かりや
すくなるから｡｣｢式が見つかりやすい｡｣な
どと答えてきた｡
子どもたちが,問鹿解決に線分図を使って
いくことができるようにするために,線分図
のよさが分かる指導法を工夫してみた.
子どもたちは,5時間の授業で線分図のよ
さの一端をつかんだようである｡しかし,線
分図のよさは何度も繰り返し使っていく中で
実感されていくものだと考える｡引き続き,
問題解決の場面で図などを積極的に使ってい
く子どもを育てていきたい｡
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